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第一章 緒 言

BCGハCalmette及 ビGu6rinガ 牛 型 結 椥 菌

ラ5.0%「 グ リセ リ ン」加 牛膿 汁馬 鈴 薯培 養 基 ニ

移 植 、 長 年 月 テ経 テ固有 ノ毒 力 テ失 ヒタ ル菌 株

一 シ テ、Calmette及 ビ彼 ノ共 同 研 究 者 ニ ヨ リ

動 物 ニ封 シ テ無 毒 ナ リ ト構 セ ラ レ、 且 之 テ接 種

ス ル コ トニ ヨ リ次 ニ來 ル結 核 菌再 感 染 二封 シ免

疫 数 力 ア リ トシ、 種 々動 物 實験 ニ於 テ之 テ詮 明

シ、 今 ヤ人 禮 二磨 用 セ ラ ル ・ニ到 リ シノ・周 知 ノ

事 實 ナ リ｡

然 レ ドモ、BCGノ 毒 力 二關 シ テノ・多 敷 學 者 ノ

追 試 報 告 ア リ｡今 其 圭要 ナ ル モ ノテ基 グ レバ、

Tzechnovitzerノ ・BCG菌 株 ハ無 害 ニ シ テ、 且

動 物 通 過 ニ ヨ リ毒 力 檜 加 セ ズ ト稻1シ、Krausハ

BCGノ ・Tuberkulogenナ ル モnosogenナ ラ

ズ ト云 ヒ、SuarezハBCG二 因 リテ ノ・特 異 ノ

結 節 ハ起 ラズ、 又 之 二因 リテ起 ル結 核 性攣 化 モ

ー
、 ニ ケ月 ノ後 ニハ完 全 二治 癒 スル コ トラ報 告

セ リ｡是 等 二反 シ、Chiari,Nobel,Sol6等 ハ

BCGノ ・弱 毒 ナ レ ドモ爾 相 當 ノ毒力 テ有 シ、特 異

ノ結 節 テ作 ル ノ ミナ ラズ動 物 テ死 二致 ラ シム ル

コ トアル ヲ報 ジ、 又Korschunノ ・BCGニ ョ

リテ モ特 異 ノ結 核 テ起 シ得、 而 シテ此憂 化 ハ 多

クノ・感 染 部 位 二止 マ ル モ、 亦 他 臓 器 ニ モ播 布 ス

ル コ トア リ ト云 ヘ リ｡Selter及 ビBlumenberg

ノ・BCGハ 僅 少 ナ リ トモ結 核 性攣 化 テ起 シ得 ル

ト稔 シ、Gerlachモ 亦BCGノ 毒 力 ラ認 メ、最

近Petroffノ ・培 養 基 上 ニBCGテ 「R」 ト 「S」

ノ「コ ロニー」二分 離 シ、 「R」ハ動 物 ニ封 シ無 毒

ナル モ、「S」ハ全 身 結 核 テ起 シテ艶 ス ト云 ヘ リ｡

又Krausノ ・近 來 前 ノBCG毒 力 固 定設 テ翻1シ、

其 毒 力 強 キ場 合 アル コ トヲ主張 セ リ｡其 他 本邦

二於 テ モ、 多 撒 諸家 ノ報 告 ス ル所 アル モ、 一般

ニ ハBCGハ 動 物 ニ封 シテ弱 毒 ナ レ ドモ爾結 核

性 憂 化 ラ起 シ得 ル モ ノ ト認 ム ル モ ノ多 シ｡

斯 ノ如 クBCGノ 毒 力 ニ關 ス ル報 告甚 グ多撒 ニ

シテ、 枚 塞 ニ 逞 ア ラザ ル モ、 其 大 多撒 ハBCG

ノ、強 毒 ナ ラザ ル モ術 相 當 ノ毒 力 ア リ ト考 ヘ ラ ル

ル モ ノ ・如 シ｡而 シ テ是 等 ノ學 者 ノ多 クノ・BCG

ノ毒 力 テ検 ス ル ニ静脈 内、 皮 下或 ハ腹 腔 内等 ニ

接 種 シタ ル モ ノー シテ、 之 ラ経 口的 ニ接 種 シ、

夫 ニ因 ツ テ起 ル攣 化 テ記 載 セル モ ノ多 ヵ ラズ、

今其 文 献 ラ案 ズ ル ニ、Chiari,Nobel,So16等

・・BCGラ 経 口的 二投 與 ス ル トキ ハ腸 管 ヨ リ吸

牧 セ ラ レズ シテ排泄 セ ラ ル'・ モ ノ ト報 告 シ、

Korschunノ ・十 二 頭 ノ海 猿 二BCGテ 経 口的 二

投 與 セ シニ、 其 中 二 頭 二於 テ肺臓 及 ビ肝 臓 二病

攣 アル テ認 メタ リ｡又Saenzノ 、BCG10-20残

ラ海狸 ノ腸 管 内 ニ適 用 シ、 腸 間 膜 淋 巴腺 、 盲腸
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部 屡 淋 巴腺 ノ肥 大 テ見 タ リ｡Gerlachハ 又 動 物

_BCGテ 経 口的 ニ適 用 セ シ トキ、 脾 腫蛇 ビニ

脾 臓 、 肝 臓 ノ結 節 テ認 メ タ リ｡Lange及 ビLy・

dtinハBCGヲ 以 テ海 瞑 テ飼 育 セ シニ、一週 間

後 二腸 間 膜腺 ガ梢 支腫 大 シ、 充 血 スル 子認 メ シ

モ、 結 節、 壌 死 ハ認 メ得 ザ リキ｡Nobelハ 海 瞑

二於 テBCGテ10.0延 テ経 口的 二投 輿 セ シ ニ

5頭 ノ中1頭 二於 テ肺 臓 ニ結 節 テ認 メ タ リ｡又

本 邦 ニ於 テ最 近 原 澤 氏 ハ家 兎 及 ビ海 瞑 ニ 於 テ

BCGラ 経 口的 二投 與 シ、 頸 腺 、 腸 間膜 腺 、脾 臓

等 ニ於 テ輕 微 ナル憂 化 テ認 メ シニ過 ギ ズ｡

即 チ以 上 ノ報 告 テ見 ル ニ、Chiari等 ノBCGテ

経 口的 ニ投 與 スル トキノ、何 等 ノ病憂 ラ起 サズ ト

云 フ報 告 テ除 ケバ、 他 ノ大 部 分 ハBCGテ 経 口的.

ニ投與 シテ モ腸 管 部 属 淋 巴腺 、 其 他 遠 隔臓 器 二

多 少 ノ病憂 ノ起 ル ヲ記 載 セ リ｡然 レ ドモ腸 管 ソ

ノモ ノニ攣 化 ラ起 セ シ報 告 ハ未 ダ之 ニ接 セ ズ｡

余等 ハ此度 海狽 ニ於 テBCGノ 可 成大 量 ラ頻 同

経 口的 二投 與 セ シ ニ諸 臓 器 殊 ニ腸 管 ソ ノモ ノー

可成 ノ結 核 性憂 化 テ惹 起 スル テ見 タ ル ラ以 テ、

此 庭 ニ之 テ報 告 セ ン トス.

第二章 實験方法

動 物｡罷 重200瓦 乃 至300瓦 ノ幼 弱 海、狽ニ シテ

レー メ ル氏反 磨 陰 性 ナ ル モ ノテ使 用 セ リ｡而 シ

テ其 数50頭 、 全 撒 ニ於 テBCGラ 頻 回経 口接

種 ラ ナ シ1内14頭 ハ 該 接 種 二 於 テ 起 ル 病 憂

ヲ検 シ、 残 鹸 ノ モ ノ ノ・之 ヲ昭免疫 實 験 二使 用 セ

リ｡免 疫 實 験 ハ後 二稿 テ更 メ テ述 ブル所 ア ラ ン

トス｡

菌株｡襲 ニ カル メ｡ト 氏 ヨ リ志賀 博士 ニ贈 ラ レ

タル モ ノラ更 ニ當 教 室 二分 與 セ ラ レタ ル菌 株 ニ

シテ、 「グ リセ リ ン」肉汁 馬 鈴 薯 上 二培 養 シ、 凡

ソ3週 間 テ経 タル モ ノ テ使 用 セ リ｡

菌 接 種 方法｡豫 メBCG5.0彪 テ生 理的 食 盤 水

0・5耗 二含 ム割 合 ニ テ菌 浮 漉液 ラ製 シ置 キ、 海

狸 ノ室 腹 時 ニ於 テ同液0,5耗 テ注射 器 テ以 テ鮎

滴 口腔 内 ニ落 下 シ嚥 下 セ シメ タ リ｡而 シテ30日

間 毎 日此 接 種 テ緬 ケ、 其 後 ニ艶 死 セ ルモ ノ及 ビ

適 當 ノ時 機 二屠 殺 セル モ ノテ解 剖 ニ付 シ、 病 理

學 的 検 索 子施 セ リ｡

第三章 實験成績

以 上 ノ如 キ操 作 ラ施 シテ解 剖 セ ル海 猿14頭 ノ 成 績 テ概 括 表 示 ス レバ次 ノ如 シ｡

動 物 番 號 4 17 32 39 22
_i
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性 舎 ♀ ♀ ♀ ♀ ♂
1♂

1♂ ♀1♀ ♂ 倉 ♂ ♀

虜置終了後経過日倣 1 2 6 10 16一
230

20
一1
2020 2727 60 60 60 60

盟

重

始 230 245 245 215

一
250 230!260 215205 250 235 300 300

終 220 240 235 255 250 405 320625 315300
1

470 565 580 750

レ

ー
ズ

ル

氏要
反
慮

始 一 一 一 一 一 一

_1

一
一1_ _i_ 一 一 一 一

慮置終了直後 十 ± ± 十 ± 十 一1十 一i一 ± 十 一 ±

終 剥 ± 昭+
1

±1一 十 十 十 十

解

剖

小 腸 卦 判十 十
一 一

一

十 十 十 一 1十 十 十 十 十 +1+
大 腸(盲 腸) 昭

十十1十 十
_曹1.一_璽 一

.土i

十

一

十 十一
十
=

十 十 十 十 一+
腸 間 膜 腺 十

=

十十1十一1-一

+1+,
『
一 十 十

一 一

十

一 一

「

一 一

肝 門 腺 十1一
一1十t-

Il
一

一
十

=

一 一 一 一

肺 臓 一
二

1十

一 {1-一 一 一 一 一 一
1

_ 一 一

脾 臓 十 十 十
♂-i+ 十 十 十 十 十 十 十 十
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「備 考 」 レー メ ルレ氏 反磨 ハ充 血0 .5cm以 上 ニ及 ブ モ ノ ヲ十 、 ソレ以 下 ノ充 血 ヲ±、

何 等 ノ反 鷹 ヲ呈 セ ザ ル モ ノヲー トセ リ.

解 剖 攣 化 ニ於 テ骨 ハ結 核 性浸 潤 二於 テ核 破 壌 像 ヲ呈 ス ル モ ノ、 十 ハ軍 二類 上

皮 細 胞 ノ浸 潤 ヲ示 シ、 無 攣 化 、 或 ・・疑 ノ・シ キ攣 化 ノモ ノノ・全 部 一 トセ リ｡

レー メル氏 反 慮 ｡

レー メル氏 反 鷹 ハBCG3〔 ル同 嚥 下終 了 直後 一

於 テ ハ不 定 ニ シテ、 其 陽 性 ナ ル モ ノ ト錐 モ弱 度

一 シ テ反 慮 局 所 ニ壌 死 テ見 シモ ノナ シ
｡屠 殺 七

ル モ ノー ア リテ ハ解 剖 直前 ニ於 テ之 テ験 シタル

モ 同 ジ ク高 度 ナ ル モ ノテ見 ズ｡

艦 重｡

大 多 敷 二於 テBCG接 種 期 間 中 ・・罷 重 ノj曾加 低

度 一 シテ、 途 中 衰 弱、 艶 死 セ ル モ ノ多 数 二及 ベ

リ｡然 レ ドモ全 庭 置 終 了後 多 クハ急激 ナ ル艘 重

t曾力nテ認 メ タ リ｡

街 飼育 途 中下 痢 テ起 シタル モ ノ・・之 ラ見 ズ｡

解 割 所 見

大 罷 ハ表 示 セル如 キ モ、 今其 一 々二就 キ テ詳述

セ ン
o

第 四 號 海 瞑 嘘 置終 了後1日 目艶 死1

腸 管｡小 腸 ニ於 テハ全 膿 テ通 ジテ4個 ノパ イエ

.と氏淋 巴集 斑 二充 血 子認 メ、 其 中 二各 々数個 ノ

帽 針 頭 大 ノ淡 黄 色 ノ浸 潤 ラ認 ム｡其 境界 明瞭 ナ

リ｡顯 微 鏡 的 ニ ・・淋 巴 集 斑 内 ノ浸 潤 ハ結 締 組 繊

二乏 シク、 不 規 則 一 シテ大 ナ ル核 ラ有 スル類 上

皮 細 胞 ヨ リ成 リ、 其 他 二小 圓形 細胞 ア リ｡中 央

部 ・・「ピ ク ノー ゼ」ラ起 シ、 核 破 壌 像 テ認 ム｡然

レ ドモ著 シキ壌 死 或 ハ乾 酪様 攣 性 ラ認 メズ｡周

園 健 常部 トノ境 界 ハ明 瞭 ナ ル モ、特 ニ結 締 組 織

等 ノ境界 ナ シ(附 囲参 照)｡術 室 腸 部 ノー淋 巴集

斑 ニ於 ケ ル浸潤 中 二於 テ ハ チー ル 子一 ル ゼ ン氏

結 核 菌 染 色 法 ニ ヨ リ少 数 ノ抗 酸 性 桿菌 テ認 メ タ

リ.其 他 淋 巴 組 織 一 般 二充 血 ラ呈 ス ル モ、 腸 管

組織 ニ ハ異攣 ラ認 メ ズ｡

盲腸 部或 ハ大 腸 ニ於 テ ハ特 ニ著攣 子認 メ ズ｡

腸 間 膜 腺 及 ビ肝 門 腺｡共 二稽 ≧充 血 ラ呈 スル モ

肥 大 スル コ トナ ク、 顯 微 鏡 的 ニ ハ輕 度 ノ淋 巴賓

加 答 見 ア リ｡術 皮 質 部 二於 テ少部 分 不 規 則 ナル

類 上皮 細 胞 浸 潤 テ認 メ タ リ｡.

肺 臓｡左 側 上葉 ニ於 テ無 氣 肺 ノナ伏 テ呈 シ、 一 般

二充 血 ス ル モ、 特 二結 核 性i愛化 テ認 メ ズ｡

脾 臓｡重 量1).4瓦 、 表面 比 較 的 平滑 ニ シテ、 顯

微 鏡 的 ニ ノ・マル ピギー 氏小 禮 ニ接 シ テ所 々 ニ類

上皮 細 胞 ノ小集 團 号認 メ タ リ.

其 他 一般 臓 器 或 ハ淋 巴腺 ニ攣 化 ラ認 メズ｡

第 † 七 號 海 瞑(庭 置終 了後2日 目屠殺)

腸 管｡小 腸 ノパ イエ ル氏 淋 巴集 斑 ハ殆 ン ド全 部

ニ帯 黄 色帽 針 頭 大 ノ黒胡犬斑 テ撒 個 認 ム｡盲 腸 部

ノ淋 巴装 置 バー 般 二穎 粒 歌 ニ シ テ 増 殖 像 ラ呈

ス｡大 腸 二於 テハ 盲腸 ヨ リ移 行 スル部 ノ淋 巴 濾

胞 二於 テ、 小 腸 二於 ケ ル ト同様 ノ浸 潤 ラ認 メ タ

リ(附 圖 参 照'｡顯 微鏡 的 ニハ小 腸 及 ビ大 腸 部 ノ

淋 巴 装 置 内 ノ浸 澗 ハ類 上皮 細 胞 蛇 ビニ 小圓 形 細

月包ノ浸 潤 ニ シテ、 前 言已第4號1毎1冥 二方全ケルレヨ リ

モ夏 二高 度 一 シテ、 中 心部 梢 支廣 汎 部 二於 テ核

破 壊 像 テ示 ス｡然 レ ドモ毒 力 結 核 菌 ニ ヨ リテ起

リ デ愛 化 ニ見 ル如 キ著 明 ナルじ中 心壊 死 ハ之 テ見

ズ｡大 腸 ニ於 ケル浸 潤 二 於 テ ハ更 ニ少撒 ノ「エ

オ ジ ン」嗜 好 細胞 テ 認 メタ リ｡爾 小 腸 下 部 ノ]

淋 巴集 斑 ノ浸 潤 中 ニ極 少数 ノ抗 酸 性 菌 テ詮 明 セ
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リ｡

腸 間膜 腺 拉 ビニ肝 門腺｡共 二正 常 ヨ リ梢 支肥 大

スル ヲ認 メ、 何 レモ結 節 ラ作 ラザ ル モ、 皮 質 部

二於 テ類 上皮 細 胞 ノ不規 則 ニ浸 潤 ス ル像 テ認 メ

タ リ｡

肺臓｡一 般 ニ充 血 ス ル モ結 核、 或 ハ同類 伽 愛化

テ認 ノズ｡

脾 臓｡重 量0.65瓦 、 表 面 比 較 的 平滑 ナル モ、

顯 微 鏡 的 ニハ充 血可 成 高度 一 シテ、 所 々 ニ類 上

皮 細 胞 ノ禰 蔓 性浸 潤 テ認 メ タ リ.

肝 臓｡所 々 ∠ リソ ン氏 鞘 内静 脈 周 圃 二於 テ類 上

皮 細 胞、 小 圓形 細 胞 ノ小 浸 潤 ラ見 タ リ｡

其 他 ノ臓 器、 淋 巴 腺 ハ著 愛 テ認 メ ズ｡

第 三 †=號 海 瞑(慮 置終 了後6日 目艶死}

腸 管.小 腸 部 肉 眼 的 ニノ・著 憂 ラ認 メザ ル モ、 顯

微 鏡 的 ニ ハ小 腸 下部 ノー パ イエ ル氏 斑 二輕 度 ノ

類 上皮 細 胞 ノ浸 潤 ラ認 メ タ リ｡盲 腸 ハ全 罷 力充

血 ヲ呈 シ、 殆 ン ド全 部 ノ淋 巴装 置 ニ帽 針 頭 大 ノ

浸 潤 テ認 メ、 且 所 々 二 多数 ノ粟 粒 大 乃 至 米粒 大

ノ周 園 トハ境 界 判 然 タ ル結 節 ヲ認 ム｡顯 微 鏡 的

ニハ淋 巴 集 斑 内 ノ浸潤 ハ同 ジ ク類 上皮 細 胞
、 小

圓形 細 胞 ノ浸 潤 一 シテ、 其 程度 ・・殆 ン ド前 記 海

狽 二於 ケル憂 化 ト同 一 ナ リ｡一 般 二淋 巴装 置 ハ

其 撒 テ増 シ、 何 等 ノ結 核 性病 攣 ヲ見 出 シ得 ザ ル

モ ノア リ｡之 、 頻 同 嚥 下 セ ラ レタ ルBCGノ 刺

戟 ニ ヨ リ盲腸 淋 巴組 織 ノ増 殖 ヲ起 セ シモ ノナ ラ

ン｡大 腸 部 ハ著 憂 テ認 メズ(附 囲 参 照 、｡

腸 間膜 腺 虹 ビニ肝 門 腺｡共 二梢 ≧肥厚 セル ノ ミ

ー シテ顯 微 鏡 的 ニモ輩 ニ淋 巴 腺 増 殖 ラ示 セル ニ

過 ギズ｡

肺臓｡左 右 トモ ニ少 部 ノ無 氣 肺 部 ユ有 ス ル ノ ミ

ー シテ結 核 性
、 或 ノ・同類 似 憂 化 テ認 メズ｡

脾臓｡重 量0.5瓦 、 表 面 平 滑 ナル モ、 顯 微鏡 的

一 ハ輕 度 ナ レ ドモ所 々 二類 上 皮 細胞 ノ禰 蔓 性 浸

潤 子認 メ、 且 一 部 「ピク ノー ゼ」テ起 セル 蔀分 ア

リ｡

左 側頸 腺｡梢 支硬 攣 シ、 所 々 ミ類 上皮 細胞 ノ小

集 團 テ認 ム｡

其 他 ノ臓 器 、 淋 巴腺 ニ於 テ ハー般 ニ著 攣 テ認 メ

ズ｡

第 三† 九 號 海 瞑(虎 置糸冬f後10日 目艶 死

腸 管｡小 腸 及 ビ盲腸 部 ニ於 ケ ル淋 巴 装 置 二於 テ

ハ殆 ン ド全 部1乃 至 数 個 ノ帽 針 頭 大 ノ黒胡犬浸 潤

テ見 ル｡此 浸 潤 ハ小 腸 ニ於 テ ハ比 較IH勺輕 度 ニ シ

テ類 上皮 細 胞.小 圓形 細 胞 ノ浸 潤 ラ見 ル ノ ミー

シテ核 破 壊 像 テ呈 セ ズ｡盲 腸 ニ於 ケ ル モ ノ・・梢

で高度 一 シテ核 破 壌 像 テ認 メ タ リ.大 腸 ハ異愛

テ認 メズ｡

腸 間膜 腺｡肉 眼 的 ニ ハ 殆 ン ド憂 化 ラ呈 セザ ル

モ.顯 微 鏡 的 ニハ輕 度 ナ ル類 上皮 細 胞 ノ禰 蔓 性

浸潤 テ認 メ タ リ｡

肝 門腺｡著 攣 テ認 メズ｡

肺 臓｡高 度 ノ充 血 ヲ認 ムル モ著 攣 ナ シ｡

脾 臓｡重 量0.65瓦 、 表 面 比 較 的 平 滑 、 高 度 ナ

ラザ ル モ マ ル ピギー氏 小 罷 ニ接 シ類 上皮 細 胞 ノ

小 浸潤 テ認 メ タ リ.

肝 臓｡肉 眼 的 ニ ノ、著 攣 ナ ク、 顯 微 鏡 的 ニハー 般

ニ充血 テ呈 シ、 所 々間 質 部 ニ於 テ類 上 皮 細 胞 ノ

小 浸 潤 存 在 セ リ｡

其 他 ノ臓 器 及 ビ淋 巴腺 ニ於 テ ハ特 筆 スベ キ憂 化

テ認 メ ズ｡

第 二 † 二 號海 狸(虎 置 終 ∫後 十 六 日日艶 死)

腸 管｡小 腸 部 バ イエ ル氏斑 一般 二 穎 粒 状 テ 呈

シ、淋 巴檜 殖 ノ像 ア リ｡盲腸 部 バ ー般 ニ充 血 シ、

所 々 ニ 白濁 斑 ラ認 メ、 淋 巴集 斑 ニ於 テ2乃 至 数

個 ノ黄 色 貼ナ伏 ノ浸 潤 ラ認 ム｡顯 微鏡 的 ニハ小 腸

盲腸 共 ニ淋 巴集 斑 二於 テ類 上皮 細胞 ラ認 メ タル

モ、 何 レモ頗 ル輕 度 一 シ テ核 破 壌 像 テ認 メズ｡

腸 間膜 淋 巴 腺｡包 嚢 、 實 質 トモ ニ肥 厚 シ、 顯 微

鏡 的 ニ ノ・第 二次 濾胞 ノ増 殖 、 所 々 ニ類 上皮 細 胞

ノ禰 蔓 性浸 潤 テ認 メ タ リ｡

肝 門 腺｡梢 支肥 厚 シ、 輕 度 ナル モ皮 質 部 ニ於 テ

類 上皮 細 胞 ノ小 浸潤 テ見 タ リ.

肺 臓｡一 部 無 氣 肺 部 アル モ結 核 類 餅 愛1ヒニ認 メ

ズ｡

脾 臓｡重 量0.35瓦 、 特 記 スベ キ憂1ヒナ シ｡

肝 臓 、 其 他臓 器淋 巴 腺 二於 テ ハ著 攣 子認 メ ズ｡

第 †n一號海 獲(虚 置 終 了後 二 十 日目屠 殺1
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腸管｡十 二指腸二於テ胃幽門部 ヨリ第一一廻轄部

ノ間 ノー淋巴濾胞 ニ於テー個 ノ小ナル貼歌浸潤

アリ、顯微鏡的ニハ類上皮細胞 ノ少数比較的散

在的ニ集マレリ｡小 腸、盲腸ニ於ケル淋巴装置

バー般 ニ肥厚、充血 テ呈 ス｡顯 微鏡的ニハ類上

皮細胞小圓形細胞 ノ小浸潤 テ認 メタルレモ、核破

壊像 テ示 サズ｡大 腸 ハ異攣 テ認 メズ｡

腸間膜腺拉 ビニ肝門腺｡共 二第二次濾胞 ノ檜殖

像 ラ呈 シ、一般ニ充血、輕度 ノ淋巴寳加答見ノ}伏

況 テ認 ムルモ特別ナル結核類似攣1ヒテ呈セズ｡

脾臓｡重 量0.4瓦 表面梢 気穎粒状 テ呈 シ、禰蔓

性 ニ輕度ニ白濁 シ、顯微鏡的ニハ類上皮細胞ノ

集團テ認 メタリ｡

肺臓、肝臓、其他 ノ臓器及 ビ淋巴腺ニ於 テ・・著

憂 ラ認 メズ｡

第三†五號海狸 嘘 置終了後二十 日目屠殺)

腸管｡一 般二肉眼的二著攣テ認メズ｡淋 巴集斑

ハ小腸下部、盲腸 ニ於テ穎粒男犬ラ呈ス｡顯 微鏡

的ニノ・其一、ニニ於テハ非常二輕度ナル類上皮

細胞 ノ集團ヲ認ムルノミニシテ、前記諸海猿 ノ

攣化ニ比 シ遙 カニ輕度ナリ｡

腸間膜腺拉 ビニ肝門腺｡共 ニ輕度 ノ淋巴賓加答

見 ノ月犬況テ呈 スルノミナリ｡

肺臓｡所 々ニ無氣肺部ラ認 ムルモ結核性攣化 テ

認メズ｡

脾臓｡重 量0.25瓦 、表面比較的平滑 ナルモ、

顯微鏡的ニ結締組織 ノ檜殖、庭々ニ類上皮細胞

ノ禰蔓性浸潤 テ見ル｡

肝臓 其他 ノ臓器、淋巴腺ニハ著攣 テ認メズ｡

第四†三號海狸(虎 置終了後20日 目屠殺)

腸管｡小 腸及 ビ盲腸 テ通 ジテ撒個 ノ淋巴集斑ハ

穎粒状 テ呈 シ、或ハ肥厚スルラ見、顯微鏡的 ニ

類上皮細胞 ノ小集團ヲ'認メシモノアルモ、何 レ

モ輕度ニシテ中心壌死、或ハ核破壌像 テ呈 スル

モノナク、全 ク整然 ト類上皮細胞集合 シ、中ニ

少撒 ノ小圓形細胞、.白血球テ認ムルノミナリ.

大腸ハ著攣 ナシ｡

腸間膜淋巴腺｡梢 明巴厚 シ、第二次濾胞増殖 シ

周邊部ニ於テ撒ケ所 ニ類上皮細胞 ノ浸潤 テ認

メ、其状態孤立結節ニ類似セルモ、乾酪様獲 性、

或ハ「ピクノー ぜ」テ認メズ｡

肝門腺｡一 般 二充血 シ、淋巴寳内二多撒 ノ赤血

球 ノ遊離 スルテ見ル｡

脾臓｡重 量0・7瓦 、表面穎粒歌 テ呈 スルモ結節

ラ認メズ｡所 々ニマルピギー氏小骨豊二接 シテ類

上皮細胞 ノ浸潤 ラ認ムルモ、総 テ輕度ニシテ核

破壌像 ラ呈スルモノナシ｡

肺臓、肝臓、其他臓器、淋巴腺 ニハ特筆スベキ

攣化テ認メズ｡

第三號海狽 腿 置終了後27日 目屠殺)

腸管｡小 腸、盲腸 テ通 ジテ淋巴装置ノ・一般 二穎

粒歌テ呈スルモノ、硬攣スルモノテ認ムルモ結

節テ認ノズ｡顯 微鏡的ニノ・小腸 ニ於 テハ淋巴集

斑 内ニ類上皮細胞、小圓形細胞、極少撒 ノ白血

球 ノ集團テ認メ、其中輕度 ノ「ピクノー ゼJテ呈

スルモ ノモ存在セリ｡盲 腸部ニ於テノ・淋巴組織

二輕度 ノ類上皮細胞禰蔓性浸潤 テ認メタルニ過

ギズ｡大 腸ハ著攣 テ認 メズ｡

腸間膜腺｡肉 眼的ニノ・著攣 テ認メザルモ、皮質

部ニ於テ小匪域 ノ類上皮細胞 ノ浸潤 テ認ム｡此

浸潤 ハ毒力結核菌 ニヨリテ起 レル孤立結節二甚

グ類似 セルモ、中心壊死或ハ核破壌像 ラ呈 セズ

肝門腺｡肉 眼的二租 ≧腫脹、充血 テ呈 ス｡顯 微

鏡的ニハ第二次濾胞 ノ増殖強 ク高度 ノ淋巴蜜加

答見 ノ歌態 テ認ム｡定 型的結節 テ認メザルモ、

所々ニ不規則 ナル類上皮細胞浸潤 テ認メタリ｡

肺臓｡数 ケ所 二無氣肺部 アルモ著攣 テ認 メズ｡

脾臓｡重 量0.5瓦 、表面穎粒獣テ呈 スルモ結節

テ作 ラズ｡顯 微鏡的ニハ所々二瀟蔓性 ノ類上皮

細胞浸潤 テ認 メタルニ過ギズ｡

肝臓｡輕 度 ノ充血 テ呈 シ、間質部 ニ於 テ類上皮

細胞小圓形細胞 ノ小浸潤 テ認 メタリ｡

其他一般臓器、淋巴腺 二於 テハ著攣 テ認 メズ｡

第五號海狸(腱 置終了後27日 目屠殺1

腸管｡小 腸下部及 ビ盲腸 ノ淋巴装置一般 ニ穎粒

状 ラ呈 シ、特 二小腸下部 ノ1.2ノ パイエル氏斑

ニ帯黄色帽針頭大 ノ浸潤 アリ｡顯 微鏡的ニハ小

腸及 ビ盲腸部淋巴組織 二於テ類上皮細胞 ノ小浸
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偶 テ認 ムル モ核 破 壌像 テ認 メ ズ、 頗 ル輕 度 ノ攣

化 テ呈 スル ニ止 マ ル｡大 腸 部 著 攣 テ認 メズ｡

腸 間膜 腺 拉 ビニ肝 門 腺｡共 ニ肥 厚 シ、 第 二 次 濾

胞 ノ檜 殖、 類 上皮 細 胞 ノ禰 蔓 性 浸潤 ラ認 ムル モ

特 二結 節 テ作 ラズ｡

脾 臓｡重 量0.6瓦 、 表 面穎 粒 状 ラ呈 シ、 顯 微 鏡

的 二充 血、 所 々 二類 上皮 細胞 ノ禰 蔓 性浸 潤 テ認

メ タ リ｡

腎 臓.皮 質 部 ニ圓形 細胞 ノ小 浸潤 テ認 メ シモ、

・一般 ニ著 憂 ナ シ
｡

肺 臓 、肝 臓 、其 他 淋 巴腺 二於 テ ハ著攣 ヲ認 メズ｡

第 一 號海 翼

第 † 二號 海 狸

第 四 † 八號 海 狸

第 四 †九 號 海 狸

以 上4頭 ハ何 レモ庭 置 終 了後60日 目 ニ屠 役解

剖 セ シモ ノニ シ テ、 其 所 見略 気相 似 ル ラ以 テー

括 シテ記 載 ス.

腸 管｡小 腸 盲腸 テ通 ジ、 淋 巴装 置 二於 テ、 充 血

スル モ ノ、穎 粒 駄 ラ呈 ス ル モ ノ、 或 ・・禰 蔓 性 二

白濁 スル モ ノテ認 メタ リ｡組 織 學 的 ニ ノ・4頭 テ

通 ジ テ淋 巴集 斑 内 ニ類 上 皮 細 胞 ノ浸潤 ラ認 メ、

而 シ テ其 浸 潤 ハ殆 ン ド大 同 小異 一 シ テ、 多 クハ

類 上皮 細 胞 ノ限 局 性 ノ浸潤 ニ テ、 多撒 ノ小 圓 形

細 胞、 少撒 ノ白血 球 混 在 シ、 且結 締 組 織 細 胞 ノ

増 加 ヲ認 メ タ リ｡卸 チ塵 置終 了後 短 時 日 ノ後 二

解 剖 セル動 物 二於 ケ ル愛 化 ニ比 シ著 シク輕 度 ニ

シテ核 破壌 像 テ認 メ得 ズ｡寧 ロ漸 次 常 態 二復 サ

ン トスル如 キ像 ラ示 ス(附 圖 豪照)｡術 是 等 ノ標

本 ニ於 テハ抗 酸 性菌 ラ見 出 ス能 ハザ リキ｡

腸 間膜 腺 拉 ビ ニ肝 門腺｡第48號 海瞑 二於 テ肝

門腺 ノ梢 丸肥 大 セル テ認 メタ レ ド、 其 他 著 愛 ナ

ク、 顯 微鏡 的 ニハー 般 ニ第 二次 濾胞 ノ±曾苑 像 テ

見 ル ノ ミニ シ テ結 核 性 ト考 ヘ ラノレ・塗 化 ハ 之 テ

見 ザ リキ｡

肺臓｡4頭 ラ通 ジ著 憂 テ認 メズ｡

脾 臓｡一 般 二表 面 比 較 的 穎粒 歌 ニ シ テ、 顯 微鏡

的 ニ ハ、 或 ハ マ ル ピ ギー 氏 小 膿 二接 シ類 上皮 細

胞 浸潤 テ認 メ、 又 或 モ ノニ於 テ・・所 々 ニ禰 蔓 性

ノ類 上皮 細胞 浸 潤 テ認 メ タ リ｡然 レ ドモー般 二

攣 化 頗 ル輕 度 ナ リ｡

肝 臓 、 其 他 臓 器 、 淋 巴腺 ハ全 艦 ラ通 ジテ著 憂 テ

認 メザ リキ｡

第四章 総括曲観察

,以上 ノ如 ク、1毎猿 二於 テ、BCGラ 毎 日5.0頭 匿

宛30日 間 嚥 下 セ シ メ、適 當 ノ時機 ニ之 テ解 剖 、

其 攣 化 テ探 究 セ シー、 其 最 モ興 味 アル攣 化 テ呈

セ シモ ノハ腸 管 ナ リ｡而 シテ其 憂 化 ハ殆 ン ド常

ニ淋 巴 装 置 内 二起 リ
、 其 他 ノ部 分 ノ反 癒 ハ、 唯

第32號 海狽 二於 テ盲 腸 部 ノ淋 巴装 置異 常 二増

殖 シ タル モ ノラ見 シ外 極 メテ輕 微 ニ シ テ特 筆 ス

ベ キモ ノナ シ｡其 浸 潤 ハ読 ニ詳 述 セ シ如 ク、 帽

針 頭 大 一 シテ周 園 トノ境 界 明 ラカ ナ ル限 局 性浸

潤 ア リテ類 上皮 細 胞 、 小 圓形 細 胞、 少数 ノ白血

球 ヨ リ成 リ、BCG虎 置終 了直後 ニ テ 塗 化高度

ノモ ノニ於 テハ 中 心部 核 破 壊 像 テ 呈 ス ル ラ認

メ、 且 二、 三 ノモ ノニ於 テ抗 酸 性 菌 テ謹 明 シ得

タ リ｡帥 チ是等 ノ攣 化 ハ明 ラ カニBCGノ 経 口

的 投 與 ニ因 リテ惹起 セ ラ レタル愛 化 ト云 フテ得

ベ キナ リ｡然 レ ドモ毒 力結 核 菌 ニ因 リテ起 ル腸

結 核 ノ攣1ヒ ニ於 テ見 ル如 久 漸 次 周 圃 二浸 蝕 シ

不 規 則、 且大 ナ ル浸 潤 竈 テ作 リ、 或 ハ中 心 壌 死

乾 酪 様 攣 性 テ起 ス傾 向 ナ シ｡即 チ毒 力 菌 二因 リ

テ起 ル憂 化 ト比較 ス レバ頗 ル輕 度 ニ シ テ且 良 性

ナ リ｡夏 二BCG庭 置終 了後 日藪 ラ経 タル モ ノ

ニ就 キ テ見 ル,ニ、 其 攣 化更 二輕 度 ニ シテ、 類 上

皮 細 胞 、 小 圓 形 細 胞、 或 ハ少 数 ノ白血球 、 結 締

組 織 細 胞 ラ混 ズ ル集 團 トナ リ、 全 ク核 破 壊 像 テ

呈 セ ズ｡即 チ漸 次 日テ経 ル ニ從 ヒ治 癒 ノ機 轄 テ

トル傾 向 テ有 スル モ ノ ト考 フル ラ得 ベ シ｡

腸 管 部/癒 林巴腺 ナ ル腸 間 膜 腺、 或 ハ肝 門腺 ハ 多

ク ノ場 合梢 ミ肥 厚 シ、 淋 巴 賓 加 答見 、 皮 質 部 二

於 ケ ル限 局性 結 節、 或 ノ・類 一卜皮 細 胞 ノ禰 蔓 性浸

潤 テ認 メ シモ、 同 ジ ク其 憂 化輕 度 ニ シテ、 其1
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例 二於 テ ス ラ核 破=壌像 、 乾 酪 様 愛 性 テ起 スモ ノ

テ見 ズ｡

脾 臓 ニ於 テ モ同様 、 梢 支肥 大 ス ル モ ノテ認 メ、

所 々 ニ類 上皮 細 胞 ノ集 團、 或 ノ・禰 蔓 性 浸 潤 ラ認

メ タル モ、 何 レモ其憂 化 高度 ナ ラズ｡

爾 肝 臓 モ亦1.2ノ 海 瞑 二於 テ類 上皮 細 胞 ノ小 浸

潤 ヲ認 メ、 其 他 散 在 性 二臓 器、 淋 巴腺 二於 テ疑

ノ・シキ憂 化 テ認 メタ ル モ、 総 テ毒 力 結 核 菌 ニ因

リテ起 ル愛 化 ニ比 シ頗 ル輕 度 ナ リ｡

即 チ以 上 ノ事 實 テ通 覧 スル ニ海 獲 ニ於 テBCG

ノ可 成 大 量 ノ頻 同 経 口的 ニ投 與 ス ル トキ ハ明 ラ

カ ニー 定 ノ病 攣 テ惹起 セ シム ル ラ得 、 而 シテ其

攣 化 ハ腸 管 部 属 淋 巴 腺 ナ ル間 腸 膜 腺 、或 ハ肝 門

腺 ノ・固 ヨ リ、更 ニ全 身 二播 布 シ遠 隔 臓 器 、或 ハ淋

巴腺 二及 ボ ス コ トアル ハ 既述 ノ如 ク ー シテ且 最

モ重 要 ナル ノ・、 其 侵 入 門 戸 タル腸 管 ソノモ ノニ

攣 化 テ起 ス ニ ア リ.斯 ル事實 テ見 レバ、 飢 二巻

頭 ニ記 載 セ シ如 久Chiari,Nobe1,So16等 ノ

BCGラ 経 口的 二投 與 ス ル トキ ハ 腸 管 二何 等 ノ

攣 化 ヲ惹 起 セ シム ル コ トナ ク シテ排 泄 セ ラル ・

ト云 フ ガ如 キ、或 ハKorschun,Saenz,Gerlach,

Langeu.Lydtin,Nobe1氏 等 ノ實 瞼 二於 テ僅

カ ニ腸 管 部 屡 淋 巴腺 、 或 ハ1.2ノ 遠 隔 臓 器 ニ輕

度 ノ病 攣 ラ起 シタル ノ ミー シ テ、 腸 管 ソ ノモ ノ

ニ何 等 ノ攣 化 テ認 メ得 ザ リシ・・、 之BCG感 染

菌 量 又 ハ其 同撒 僅 少 ナ リ シニ因 ル モ ノ ト思 惟 セ

ラ ル ・ナ リ｡

第五章 摘

一
、 海 猿 ニ於 テBCGヲ 経 口的 ニ大 量、 頻 同 適

用 スル トキノ・、 腸 管 ヨ リ吸 牧 セ ラ レ、 腸 間 部 屡

淋 巴腺 、 遠 隔 臓 器 或 ノ・淋 巴 腺 二病 髪 テ起 シ、 且

最 モ重 要 ナル ノ、腸 管 ソ ノモ ノ ニ腸 結 核 様 髪 化 テ

惹起 スル ニ ア リ｡

二 、腸 管 二於 ケル愛 化 ハ殆 ン ド淋 巴装 置 ニ限 プ

レ、BCG全 慮置 終 了直 後 モ ノ ニ於 テハ梢 く高

度 ニ シテ主 トシテ類 上皮 細 胞 ヨ リナ ル結 節 ヲ作

リ、 核 破壌 像 テ呈 スル モ、 後 漸 次 治癒 ノ傾 向 テ

示 シ、 時 日 ラ経 ル ニ從 ヒ核 破 壊 像 テ認 ムル モ ノ

ナ ク、 輩 ニ類 上皮 細胞 小 圓形 細 胞 結 締 織 細 胞 、

或 ハ少 数 ノ白 血球 ノ集 團 テ認 ムル ニ過 ギズ｡

要

三 、腸 管 部属 淋 巴 腺、 其 他 臓 器 淋 巴 腺 ノ愛 化 ハ

輕 度 ニ シ テ、 小結 節 テ作 ル モ ノモ決 シテ 中心 壌

死 テ來 サ ズ、 又類 上皮 細胞 ハ組 織 内 ニ禰 蔓 性 二

浸 潤 ス ル モ ノ多 シ｡

四 、BCGニ 因 リテ起 ル憂 化 ハ、良 性 ニ シテ治癒

ノ傾 向 多 シ ト錐 モ、 大 量、 頻 同 之 テ経 口的 ニ適

用 スル トキ ハ以 上 ノ如 キ病 攣 ラ惹 起 セ シ メ得 ル

モ ノナ ル テ以 テ、 之 テ人 類 ニ大 量 適 用 スル コ ト

ハ或 程 度 ノ注 意 テ要 スベ キモ ノ ト考 ヘ ラル｡

稿 ヲ終 ルレニ臨 ミ今村教授 ノ御懇篤 ナルレ御拒導 ト御

校閲 ニ深謝 ス｡

第1圖

第2囲

第3圖

附 圖

第32號 海狽盲腸部 二於 ケル肉眼的

愛化

第4號 海瞑ニ於 ケル小腸 バイエル氏罰

斑内結節形成

第17號 海猿大腸部一淋巴装置二於

設 明

ケル結節形成 ㈱ ≧高度ニ シ テ核破

壌像 アリ)

第4圖 第12號 扇冥小腸バイエル氏斑内ニ

於 ケル結節治癒 二向ヘルモノ)
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